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要   旨：    

この研究の目的は、フェノールおよび他の極性化合物の含量によるｴｸｽﾄﾗﾊﾞｰｼﾞ

ﾝオリーブ油(EVOO)の種類の質的および量的な分類のためそしてヒトのがん細胞

に対する推定細胞毒性の速やかな特性評価のために、テトラゾリウム塩(MTT)に

基づく細胞生存測定に続く、エレクトロスプレー・イオン化・飛行時間形・質量

分析と連結した高解像度液体クロマトグラフィー(RRLC-ESI-TOF-MS)を開発す

ることであった。 

５品種のスペイン産ｴｸｽﾄﾗﾊﾞｰｼﾞﾝオリーブ油を分析し、そして大部分の重要な

フェノール化合物の質的および量的な確認のために、RRLC-ESI-TOF-MS 法を

適用した。 

我々は最後にMTT に基づく細胞生存測定方法を採用して、培養 SKBR3 ヒト

乳がん細胞の代謝状態に対するｴｸｽﾄﾗﾊﾞｰｼﾞﾝオリーブ油のフェノール抽出物(PEs)

の作用を評価した。 

単一品種のｴｸｽﾄﾗﾊﾞｰｼﾞﾝオリーブ油から得られた個々のフェノール抽出物の間

で、MTT に基づく細胞生存測定が幅広い乳がん細胞毒性を明らかした。 

注目すべきことには、ｴｸｽﾄﾗﾊﾞｰｼﾞﾝオリーブ油－フェノール抽出物に対する乳

がん細胞の感受性はセコイリドイド強化フェノール抽出物中で、低／無セコイリ

ドイドｴｸｽﾄﾗﾊﾞｰｼﾞﾝオリーブ油フェノール抽出物中より 12 倍高くなった。 
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